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夕
張
市
民
文
化
祭
２

０
２
２
は
、
10
月

22
日

か
ら

31

日
ま
で
拠
点

複
合
施
設
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

主
催
は
夕
張
市
教
育

委
員
会 

担
当;

社
会
教

育
係
で
実
施
さ
れ
、
会

場
に
は
文
化
祭
目
録
が

お
か
れ
出
店
作
品
、
出

品
者
数
・
総
出
品
数
な

ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

 

こ
れ
は
担
当
者
の
丁

寧
な
思
い
や
り
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。 

 

作
品
は
、
個
人
、
四

人
の
会
、
夕
張
書
道
会
、

一
般
社
団
法
人
ぱ
れ
っ

と
ふ
ぁ
ー
む
、
夕
張
美

術
協
会
（
６
名
）
、
押
し

花
サ
ー
ク
ル
（
６
名
）
、

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

（
１
名
）
、
社
会
福
祉
法

人 

清
光
園
（

22
名
）
、

一
般
社
団
法
人
清
水
沢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
市
内

教
育
・
保
育
団
体
に
よ

る
出
品
（
ゆ
う
ば
り
丘

の
上
の
こ
ど
も
園
・
新

夕
張
保
育
園
・
沼
ノ
沢

保
育
園
・
こ
じ
か
保
育

園
）
、
ゆ
う
ば
り
小
学
校

（
150

名
）
、
ゆ
う
ば
り

中
学
校
（

91
名
）
、
夕

張
高
等
学
校
、
夕
張
高

等
養
護
学
校
（
９
名
）

な
ど
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

絵
、
書
、
立
体
、
水
彩
、

工
作
、
写
真
、
切
り
絵
、

押
し
花
、
手
芸
平
面
・

合
作
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど 

多
数
の
力
作
で
し
た
。 

 

り
す
た
文
化
大
賞
に

は

佐

藤

美

里

さ

ん

の

「
百
花
繚
乱
」
が
選
ば

れ
、
小
林
教
育
長
か
ら

表
彰
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

昨
年
に
引
き
続
き
、

約
４
０
０
名
の
方
が
参

加
、
４
５
０
点
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
「
鑑
賞
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
」
が
準
備
さ

れ
、
来
場
者
に
「
作
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を

書
い
て
も
ら
う
取
り
組

み
が
行
わ
れ
、
約

70
枚

ほ
ど
が
搬
出
時
に
出
品

者
の
み
な
さ
ん
に
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

 

 

 

昨年 9 月議会の一般質問

で、くまがい市議が「先進地

域を参考にプレミアムチケ

ットを発行する際、コロナで

一番打撃を受けている【飲食

店専用チケット】を作り、市

としても応援すべきではな

いか」と提案しました。  

市長は「次回チケットを発

行する際には検討したい」との答弁でしたが、今

年 10 月のプレミアムチケット販売で【飲食店限

定クーポン  ゆうばり Eats】が実現しました。   

飲食店のみなさんから喜びの声が寄せられて

います。  

 

 

・イタリアン空  （昭和 14 番地）  

・スナック  みやさか（本町 3 丁目 68 番地）  

・居酒屋  俺家（本町 3 丁目 71 番地）  

・ユックさかい（本町 3 丁目 309 番地）  

・そば処  吉野家 (本町 4 丁目 54 番地）  

・Café＆Sweets 和 (末広 1 丁目 1 番地 ) 

・カレーソバ旭（ゆうばり屋台村内）  

・鶴が亭（ゆうばり屋台村内）  

・居酒屋  酒道楽（末広 1 丁目 94 番地）  

・（株）うさぎや（鹿の谷 1 丁目）  

・喜久屋（若菜 11 番地）  

・じじばば食堂（はまなす会館内）  

・（株）木村新聞店（清水沢 1 丁目）  

・居酒屋い（清水沢 2 丁目）  

・（有）寿五（清水沢 2 丁目 124 番地）  

・駅前食堂（清水沢 3 丁目）  

・お菓子のふじ（清水沢 3 丁目）  

・スナック男酌（清水沢清陵町 62 番地）  

・食事処  バロン（清水沢清陵町 62 番地）  

・志むら菓子舗（清水沢清陵町 62 番地の７）  

・そば天国  夕張店（旧南清水沢駅）  

・カレーハウス朋・ベーカリーめぐみ（南清水沢 4 丁目） 

・TK HOUSE ダムカレーのお店（南部新光町）  

・くるみ食堂（沼ノ沢 826 番地 48）  

・（有）メイプルタウン（紅葉山 526）  

・居酒屋いわい（紅葉山 73）  

・（有）阿部菓子補（夕張メロード内）  

 

 

 

りすた文化大賞「百花繚乱」 （佐藤美里さん作）  
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10

月

16

日
㈰
青
空

の
下
、
市
内
各
所
で
秋

の
催
し
が
開
か
れ
ま
し

た
。 南

部
、
「
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ

ム
紅
葉
ま
つ
り
」
は
夕
張

太
鼓
の
勇
壮
な
響
き
で

ス
タ
ー
ト
。 

M

A

S

A

K

O
、

斉
藤
か
ん
じ
、
バ
ー
サ
ス

等
の
音
楽
ス
テ
ー
ジ
で
盛

り
上
が
り
出
店
も
盛
況

で
し
た
。 

本
町
で
は
共
生
型
フ 

ァ
ー
ム
で
、
地
元
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
作
家
に
よ
る
「
か
ご
・

バ
ッ
ク
ま
つ
り
」
が
開
催
。 

色
と
り
ど
り
の
商
品

が
並
び
、
続
々
と
お
客

様
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。 

滝
ノ
上
は
町
内
会
独

自
の
「
ほ
ん
の
小
さ
な
紅

葉
ま
つ
り
」
を
。
紅
葉
の

中
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
テ

ン
ト
が
立
ち
並
び
、
地
域

住
民
や
観
光
客
で
大
賑

わ
い
と
な
り
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
行
楽
、

そ
れ
ぞ
れ
感
染
対
策
に

気
を
付
け
工
夫
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
繋
い
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

岩
渕 

友
「
国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩 

渕 
 

 

友 
 

 要
求
実
現
と
統
一
地
方
選
挙
前
進
に
全
力
を 

 

10
月

27
日
、

28
日
と
畠
山
和
也
元
衆
院
議
員
、
道
議

団
（
真
下
紀
子
団
長
）
と
道
議
候
補
、
能
登
谷
繁
旭
川
市

議
が
政
府
交
渉
と
、
北
海
道
農
業
の
危
機
打
開
の
た
め
の

緊
急
要
望
を
藤
木
眞
也
農
水
政
務
官
に
行
い
、
紙
智
子
参

院
議
員
と
同
席
し
ま
し
た
。 

 

私
は
委
員
会
質
疑
、
本
会
議
が
重
な
り
ま
し
た
が
、
防

衛
省
交
渉
に
参
加
し
ま
し
た
。
道
内
で
行
わ
れ
た
日
米
共

同
訓
練
に
参
加
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
に
つ
い
て
、
担
当
者
は

米
国
が
問
題
は
な
い
と
言
っ
て
い
る
か
ら
安
全
だ
と
強

弁
。
事
故
や
落
下
物
が
相
次
ぐ
オ
ス
プ
レ
イ
が
今
回
、
住

宅
地
の
上
空
を
飛
行
し
ま
し
た
。
米
国
が
安
全
だ
と
言
え

ば
安
全
な
の
か
！
。
住
民
の
不
安
に
応
え
よ
う
と
し
な
い

姿
勢
に
不
信
感
が
募
り
ま
す
。 

 

経
済
産
業
省
に
は
大
間
原
発
の
建
設
中
止
や
泊
原
発

の
廃
炉
、
小
樽
余
市
風
力
発
電
所
建
設
計
画
を
認
め
な
い

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。
審
査
が
長
期
化
し
て
い
る
泊
原
発

は
停
止
し
て

10
年
余
。
そ
の
間
、
電
力
を
供
給
し
て
い
な

い
泊
原
発
の
廃
炉
を
決
断
す
べ
き
で
す
。 

 

各
省
庁
と
の
交
渉
だ
け
で
は
な
く
、
核
の
ゴ
ミ
を
め
ぐ

る
問
題
を
は
じ
め
道
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
個
別
の

レ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
実
態
や

声
を
聞
き
、
と
も
に
運
動
を
広
げ
て
い
る
問
題
ば
か
り
で

す
。 

 

２
日
間
を
フ
ル
に
活
用
し
て
、
交
渉
に
交
渉
を
重
ね
る

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
寄
せ
ら
れ
た
声
を
届
け
た

い
、
要
求
や
問
題
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
た
い
と
い
う
熱

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
道
議
団
、
市

町
村
議
団
と
連
携
し
て
要
求
実
現
と
と
も
に
来
春
の
統

一
地
方
選
挙
前
進
に
全
力
を
尽
く
す
決
意
で
す
。 

  

 
 

 
 

 

石
炭
の
は
な
し 

（
ズ
リ
山
） 

⑤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

臭
い
も
の
に
ふ
た 

 

 
 

 
 

 
 

 

ズ
リ
の
埋
め
立
て
は
、
消
す
に
消
せ
な
い
黒
い

過
去
ま
で
も
埋
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

当
時
続
出
し
た
災
害
で
の
犠
牲
者
は
、
多
く

を
こ
の
シ
ン
コ
の
沢
で
焼
却
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
有
様
は
、
坑
木
を
積
み
上
げ
遺
体
を
乗

せ
、
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
露
天
で
焼
い
た
の
で
す
。 

特
に
、
１
９
３
８
年
（
昭
和

13
）
天
龍
坑
の
炭
塵
爆
発
に
よ
っ
て
１

６
１
名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
際
に
は
、
大
々
的
に
こ
の
谷
あ
い
で
焼
か

れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

以
来
こ
の
シ
ン
コ
の
沢
は
、
怨
念
の
沢
と
し
て
疎
ま
れ
て
き
た
と
言

い
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
第
一
新
坑
は
１
９
４
２
年
（
昭
和

17
）
長
良
坑
と
名
を

変
え
再
び
採
掘
し
、
１
９
５
３
年
ま
で
採
炭
し
閉
山
し
ま
す
。
そ
の

間
に
も
排
出
さ
れ
た
ズ
リ
は
、
暗
い
汚
点
を
覆
う
よ
う
に
シ
ン
コ
の
沢

を
完
全
に
埋
め
立
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

 
 

 

大
夕
張
も
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
の
深
い
底 

 

１
９
０
４
年
（
明
治

40
）
に 

開
坑
し
、
１
９
９
０
年
（
平
成
２
） 

に
閉
山
し
た
三
菱
炭
鉱
資
本
も
、 

災
害
を
続
出
さ
せ
、
そ
の
残
忍
な 

労
務
管
理
と
共
に
、
こ
こ
で
も
闇
の 

部
分
が
数
々
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
炭
が
黒
い
歴
史
を
ズ
リ
で
埋
め 

立
て
た
よ
う
に
、
三
菱
も
そ
の
す
べ 

て
を
発
掘
不
可
能
な
湖
底
に
沈
め 

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
事
実
は
消
し
去
る
こ
と
は 

出
来
ま
せ
ん
。
歴
史
は
埋
も
れ
ま
せ
ん
。 

※
写
真
説
明 

 

１
９
８
１
年
、
夕
張
新
炭
鉱
重
大
災
害
で

91
名

の
犠
牲
者
が
出
た
。
そ
の
支
援
の
た
め
に
、
版
画
家
の
故
「
穂
積
肇
」

さ
ん
が
、
夕
張
の
た
た
か
い
を
聞
き
取
り
、
版
画
を
作
成
し
展
示
会
を

開
い
た
。
そ
の
際
の
「
シ
ン
コ
の
沢
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
１
枚
。 

くずさんの 

夕張歴史散歩(190) 

http://www.kumagai-keiko.net/

